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１．研究計画の概要 
 ドイツ文学史における概念「シュトゥル

ム・ウント・ドラング」（本邦では「疾風怒

濤」）は、とりわけ英仏文学史、音楽学、美

術史にまでその使用が拡散している。その際、

18世紀の同時代における芸術諸分野でのいわ

ゆるシュトゥルム・ウント・ドラング的な革

新的傾向の作品群の同時的成立が指摘されて

いるのである。そこでヨーロッパ文化史全体

を視野に入れつつ、ドイツ文芸学において狭

義の時代概念として捉えられてきたシュトゥ

ルム・ウント・ドラングをむしろ様式概念と

して新たに定義・理解するために、この概念

の発生と変遷の歴史を綿密な文献学的な作業

を通じて明らかにするとともに、関連諸芸術

分野における同時代的・類似の現象を考察し、

学際的・国際的なシュトゥルム・ウント・ド

ラング研究の基盤を整備する。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)本研究計画を遂行することで、シュトゥル

ム・ウント・ドラングの来歴とその影響圏が

明らかとなった。それはスイス、バルト海沿

岸地域、ケーニヒスベルク、デンマークにお

いて萌芽し、フランス領シュトラスブルクに

おいて開花する文学である。さらにそれは、

時を同じくして進行する、芸術諸分野におけ

る革新的傾向を持つ作品群と有機的関連の中

で理解されるべきものである。 

(2)バルト海沿岸地域におけるドイツ語文化

とケーニヒスベルク、そしてドイツを結ぶ文

化的な移動と接点に着目して、極めてドイツ

的といわれるシュトゥルム・ウント・ドラン

グの発端が、むしろ周縁地域、植民地域にあ

ることを指摘した。これにより「周縁知地域

におけるアイデンティティ」という、これ以

後に取り組むべきテーマと対峙した。これは

本邦のみならず、中国文化、西欧文化研究に

おいても重要なキーワードとなっている。 

(3)学会発表は毎年２回以上（研究会での発表

を含めると４回以上）、ドイツ語論文を含め

て２編以上の論文を発表し、本研究計画を遂

行することによって得られた新たな知見を遅

滞なく公表した。 

 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 

 本研究計画を遂行することで得られた新た

な知見を十全に反映した全２６０頁の研究書

『シュトゥルム・ウント・ドラング研究』を

刊行した。 

 さらに、本研究計画を遂行することによっ

て開拓された新たな研究領域「西欧文化史の

比較研究」を遂行するために、新たに学際的

な研究グループを結成した。これは英文学、

アメリカ文学、フランス文学、美術史、そし

てドイツ文学を専門とする研究者によって結

成されている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究は、レンツ文献学の研究を基軸とし

て、シュトゥルム・ウント・ドラングの全体

像、英仏文学との関係、音楽史、美術史との

関連性を追求した。 
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 さらにシュトゥルム・ウント・ドラングの

展開するアルザス・ロレーヌ地域の文化史、

アンシャン・レジーム批判、ドイツ語純化運

動、教育・社会制度改革、音楽、オペラ、バ

レエの各分野における同時的な革新活動と

の関連性、バルト海沿岸地域におけるその萌

芽を対象とした。 

 その結果、ケーニヒスベルク（カント）に

おける啓蒙の直接の摂取、バルト海沿岸地域

における啓蒙の実践、アルザスにおける全面

展開という問題領域を形成する新たな視点

を発見した。 

 この研究を継続発展させるため、深化させ

た研究計画を持って科学研究費補助金に終

了前年度応募し、採用された。 
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